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論 文 内 容 の 要 旨
本論の 目的は、晩年の メル ロ=ポ ンテ ィにおいて生 じた転回 と言って もよいよ うな出来事 が
何 によ って動機づ け られて いたかを明 らか にする ことである。 そのため私 は、 晩年の思想 に達
す るまでの メル ロ=ポ ンテ ィに見 られる幾つかの著書、講義、 草稿 を取 り上げ、それ について
比較的丁 寧な読解 を試 みた。以下述 べる ところは、そ うした 目的を達成す るために私が行 った
読解 のあ らましである。
メル ロ=ポ ンテ ィは、 『行動の構造』 の序論 のなかで、われわれ の置かれて いる思 想状況 に
触 れなが ら、次 のよ うな ことを述べて いる。われわれ は、今で も相変わ らず何 の解決 も見な い
まま並存 している二 つの対立的な人 間観 をもって いる。そ の一つ は科学的な人間観で あって、
それ による と人間は徹頭徹尾、生理学的、心理学的、社会学的 に規定 されて いる。 もう一つは
主知主義 的な人間観で あって、それ によると人間 は、少な くとも意識 としては、そ うした繋縛
か ら自由な超越論的主観 である。 したが って人間は、超越論的意識た るか ぎ りでは、 おのれの
経験的存在 を含む全 自然 を公平無私 に眺めや ることができ る。客観性 を目ざす科学が可能 にな
るのも、科学研究 を行 うわれわれがそ うした意識だか らだ、 というわけである。 しか し、それ
にして もわれわれは、 このような対立 し合 う二つの人間観が並存 している矛盾 した状況 をその
まま放置 してお いて もよいのだ ろうか。 『行動 の構 造』 が 目論 んで いるのは、 こうした 矛盾 し
た状況 を解消す ることで ある。そのため メル ロ=ポ ンテ ィは、 これ ら二つの人間観 を共 に可能
に して いる共通 の地盤 に立ち帰 ろ うとす る。そ して彼 は、 「構造」 と 「基 づけ」 という概念 を
駆使 しなが ら、生理学的、心理学的、社会学的に規定 されてい るわれわれ と一切 の繋縛 か ら自
由に世界 を眺めやる ことができるわれわれ という二 っの在 り方を共 に理解 可能になるような仕
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方で、 繋ぎ合わせ よ うとす るので ある。そ の際、 メル ロ=ポ ンテ ィが取 った戦略は、超越論的
意識 のうちに身を置 きなが ら、 この場合 には全 自然 を冷徹 に観察す る科学者の観点 に身 を置き
なが ら、 人間や動物 の行 う行動 を分析す る ことによって、 この問題 に接近す るとい うものであ
る。 したが って彼 は、行動主義 の創始者 ワ トソンと同様、われわれ に観察され る人間や動物の
背後 に意識 とか心 といった ものをあ らか じめ仮定 しな い。彼が前提するのは、一定の環境 に置
かれ た身体が行 うさまざまな運動だ けで ある。そ して、それ らの運動が どう考え られれば理解
可能 にな るのか という課題 をお のれ に課す るので ある。 もっとも、彼がそ うしたのは、そ うす
る ことによって結局はお のれの内的原理 に従 って行動 して いる人間や動物の実存が開示され る
はずだ ったか らである。彼 によれば、 ワ トソンが身体 の運 動に定位す る ことによって垣 間見た
のも、実はそ うした実存だ ったのであ る。ところが メル ロ=ポ ンテ ィによれば、ワ トソンにあっ
ては、行動の直観 にあった深 く正 しい ものは、その貧弱な哲 学のために直 ちに失われ て しま う。
なぜな らワ トソンは、意識か物か という古典的な二者択一 しか知 らなかったため、意識 を心理
学か ら追放 した後 で、直ち に次のよ うな ことを自明な ことだ とみな して しまったか らである。
すなわち、身体の運動は物の運 動 と何 ら異なる ものではない とい うこと、 したがってそれ は物
理学的 に説明 され うる ものだ、 とい うのがそれである。 しか も、 ワ トソンが知 っていた物理学
は、 自然 を原子論的 ・機械 論的に説明するガ リレイ ーニ ュー トン流の古 い物理学 で しか なかっ
た。 だか ら彼 にあっては、次 の こ、とも、 あ らか じめ 自明な ことだ とみな されて しまう。す なわ
ち、身体の運動は、原子論 的 ・機械論 的に説 明され うるものだ、 というのがそれで ある。 こう
して ワ トソ ンにあっては、 身体 はその表面 上に分布 されて いる一 つ一つ の点的受容器か らそれ
ぞれの効果器にまで達す る多数 の孤立 した回路 を埋 め込 まれ た機械装置以外 の何 もので もない
とされて しまう。 そ して、 身体 の行 う運動 も、外 界か らや って来 る物理的刺激がそれぞれ の受
容器 を叩 くことによって引き起 こす要素的諸運動 の総和以外 の何 もので もない とされて しま う
のである。
しか し、 このよ うな原子論 的 ・機械論 的説 明が受 け入れ られるであろうか。そ のような説 明
が維持 され ない という ことは、現代 の生理学 によって 明 らか にされた諸事実 を見れば明 らかで
ある。 た とえば、反射 の レベル にお いてさえ、複合的刺激 に対す る有機体 の反応は、そ の刺激
を構成 している一つ 一つの要素的刺激が 引き起 こす はず の要 素的反応 の総和 と して現われて く
るわけではない。 この複合的刺激 は、そ の布置 に応 じて、質 的に異な った全体的反応 を引き起
こすので ある。 のみ な らず、 〈一定の点的受容器 に与え られ る一定 の点的刺激が常 に一定 の反
射運動 を引き起 こす はず だ〉 という根本的仮定が事実 に即応す るものではな い。なぜな らこの
反射運 動は、そ の点 的刺激が どのよ うな刺激 の布置 に置かれ ているか に応 じて も、 また 当該 の
反射 弓がそのなか に置かれ ている身体 の内的状態が どうなっているか に応 じて も、 さ らには先
行 的反応や 同時的反応が どのようなものか に応 じて も、異な った ものとして現われて くるか ら
である。要す るに、われわれが 目撃す るのは、一定 の刺激 を与 え られた有機体が、その刺激 の
置かれ ている内外 の全文脈 をあたか も 〈考慮 に入れて いる〉 とで も言わんばか りに、そ の文脈
に応 じてそ のつ ど反射 を決定 して いる といった事態で ある。 こう した事態は、一定 の刺激 にい
つ も一定 の運動で もって応 える有機体 というものを仮定 して いるような理論で もっては到底説
明のつ くよ うなものではないので ある。 とはいえ、有機体が状況全体 を知的 に計算 に入れ、お
のれ が何 をなすべ きかを決定 して いる といった風 に考 える こともで きな い。なぜな ら、そ うで
あれば、有機体 はか な り複雑な計算 を して いることにな るのだか ら、反応 に移 るまで にかな り
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長い時間を要す るはず であるが、反射は実際 には一瞬の うち にな される ものだか らである。 そ
こでメル ロ=ポ ンテ ィは、ゲ シュタル ト心理学 に従 いなが ら、反射 を次 のよ うに考 えよ うとす
る。そ もそ も身体 とは、 ワ トソンの考えたよ うな機械装置ではな く、外 界か らや って来 る諸力
と身体 の内部か らや って来 る諸力 を常 に一定の平衡状態 に保 とうとするよ うな系である。 した
がって 身体 は、そ の平衡状態が何 らかの事情で破 られれば 、そのつ ど状況 に応 じて異なった過
程 を辿 りなが らも、そ の平衡状態 を回復 しよ うとす るであろ う。 そ して、 その過程が 身体 の運
動 という形 を とって現われて きた ものが反射 と呼ばれている もの にほかな らない、 と。 こうし
て メル ロ=ポ ンテ ィにあっては、た とえば 暗闇で網膜の周辺部 に光点 が現 われ る と、反射的 に
そ ち らの方 に 目を向けるいわゆる凝視反射 といった もの も、光 点の出現 によって感覚領域 の平
衡状 態が破 られ、そ こに緊張状態 が生ず るが、 この緊張状態 が光点 を網膜 の機 能的 中心部 に
もって こよう とす る凝視運動 によって解 消される、 といったよ うに解 され る ことにな る。そ し
て、学習 の結果、得 られ るよ うな高等な行 動 も、反射 と同 じよ うに平衡状態 を回復す るために
発動 され る身体 の運動、ただ し生得的な レベル で問題 になるよ うな平衡状態 ではな く、 これ を
再組織化す る ことによ って得 られるよ うな新 しい平衡 状態 を回復 するために発動 され る運動 と
解 され るようにな るので ある。
とは いえメル ロ=ポ ンテ ィによれば 、 このよ うな素晴 しい着想を与えて くれ たゲ シュタル ト
心理学 にも問題点が ある。なぜ な らそれは、物 理学的言語 によって語 られ るものだ けが真 の実
在だ という偏見 に囚われて いたため、物理的世界のなかに も神経系 と同 じよ うなゲ シュタル ト
な い し構造が見 出され るということか ら、身体 によって実現 されるゲシュタル トも一種 の複雑
な物理的ゲ シュタル トとみな し、 こうして事実 に即す ことをやめて しまったか らで ある。 メル
ロ=ポ ンテ ィがゲ シュタル ト心理学 と対決する形で 「生命 的構造」 や 「人間的秩序」 とい う概
念 を持ち 出 して きたの も、 このためである。 彼によれば、 人間や動物 によって実現 され る構造
は、物理的系 によって実現 され る構造 には還元されないのである。 こうしてメル ロ=ポ ンティ
は、 まず物理的系 の行 う運動が現存の物理的諸条件 によって受動的 に決定 され るような物理的
平衡 を目ざす系 の運動 と考 え られた ときに理解 され るの に対 して、動物 の行 う運動 は生命 の維
持 ・発展 という生命的平衡 を目ざす系の運動 と考え られた場合 にのみは じめて理解可能 になる
のだ という ことを示 そ うとす る。そ して、人間の行 う運動 も、 さしあたっては社会的 ・文化 的
平衡 を目ざす系 の運動 として、 さらに発展 していけば、超 越論的生 とも言 うべき格別 な平衡状
態 を 目ざす 系の運動 として考え られた場合 にのみは じめて理解可能 になるのだ とい うことを示
そ う とす るので ある。 もっとも、そ うは言 って も、彼の狙いはただ単 に、物理的系や動物、 人
間 の行 う運動 を観察 しなが ら、 これ らの構造 を区別す るところ にあったのではない。 む しろ彼
の真 の狙 いは、 人間的構造 を生命的構造 の再構造化 の結果 として、 また生命的構造 を物 理的構
造 の再構造化 の結果 として捉 えるところにあった。彼は、 これ ら三つの構 造 を 〈再構造 化 を繰
り返 しなが ら次第 に統合 の レベルが高 まって いくただひ とつのゲ シュタル トの運動〉 の諸段階
として捉 える ことによって、物理的構造 と生命的構造 を人間的構造 のうち に、 さらにはそれ ら
三 つの構 造 を、社会 的存在者 として の人間か ら出発 しなが らも再構造化 を行 うことで人間的構
造 の頂点に出現 して くる と考 え られ る超越論的主観 のうちに取 り込 もうとして いたのであ る。
その際、彼の語る再構 造化 とは、丁度 これ まで あった文章 に続 く新 しい文章が、 これ まで あっ
た文章 をおのれの うちに含みなが らも、それ を新 しい文脈 に取 り込 む ことによって、それ に対
して徹底的 に新 しい意味 を与えるの と同 じよ うに、後 に続 く段 階が、先行す る段階 をお のれ の
r
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うちに含み なが らも、それ を新 しい全体のなかに統 合す る ことによって、それ に対 して徹底的
に新 しい機能 と意味 を与える再組織化の ことである。 こうした再組織化 にあって は、後 に続 く
段階は、先行す る段階 を昇華す るだけであって、廃棄す るわ けで はな い。だか ら、再構造化 の
頂点 に出現す る超越論的主観は、変様 された形であるにせ よ、社会 的存在者 として の人間を、
またそれ を通 して生命的構造 を、 そ してさ らにはそれ を通 して物理的構造 を含む という ことに
もな るので ある。
もっとも、そ うは言 って も、物 理的構 造や生命的構造が 人間の存在そ のものの うちに含 まれ
て いるということは、容易に納得 されないか もしれ ない。 しか し人間的構造 も、何 らか の事情
で解体す ることがあろ う。 上の見解 の正 しさが立証 され るのはまさにその ときなのだ、 とメル
ロ=ポ ンテ ィは言 う。 なぜ な ら、 その とき人間は、死 にゆ く病人がそ うで あるよ うに、動物 と
殆 ど変わ らぬ運動 しか行わな くなった り、 さ らに解体が進 めば、物理的系 と殆 ど変わ らぬ運動
しか行わな くなった りするまでに至るか らである。 したが ってメル ロ=ポ ンテ ィは、物理的構
造や生命的構造 に還 元され ない人間的構造 も、それ らに基づ け られて出現 して きた ものな のだ
と言 う。そ して、通 常われわれ に観察 され る人 間は、その最 も深 い基底 としては物理的構造 を
内蔵 しなが らも、 直接的には生命 的構造 に基づ け られ なが ら、社会的存在者 としての 自己 を再
構造化 する ことで超越 論的主観 に向かわん とす る存在者 と して現われて くるのだ と言 うので あ
る。 してみれば、 一方 で人間が なぜ 生理学的、心理学的、社会学的 に規定 されて いると言われ
るのか も、 理解 され よ う。 また、 人間が なぜ超越論的主観だ と言われ るのか も、理解 され る。
そ して メル ロ=ポ ンテ ィ によれば、 これ ら二 つの在 り方 をひそ か に繋 ぎ合わせ てい る もの こ
そ、再構造化 を通 して 自己を高めてい こうとす る人間的実存 の超越 の運動 にほかな らな いので
ある。
が、 それは ともか く、 このように見て くれば、すで にこの時期か らメル ロ=ポ ンテ ィが哲学
について次のよ うな考 えを もって いた とい うことがわか る。すなわ ち、哲学 というものは、超
越論的主観 としての哲学者が、お のれ を可能 に して くれた来歴 の一つ一つ を辿 り直 しなが ら、
おのれがまさに このよ うな超越論 的主観 として現われて くる瞬間 を見届けた ところで、そ の円
環を閉 じる反省作業 にほか な らな い、というのがそれで ある。.『行動の構造』を導いていたのは、
このよ うな哲学観 だったのである。そ して この哲学観、プルース トの 『失われた時 を求めて』
にも似た この哲学観 が、直ち に第二 のサイ クル を引き起 こす ことにな る。 『知覚 の現 象学』か
ら言語 論に至るメル ロ=ポ ンテ ィの歩 みを規定 して いたの も、実は こうした哲学観だ ったので
ある。 実際、彼 が 『知覚 の現象学』 を企てた のは、社会的存在者 として生 きて いるわれわれ を
直接的に基づけている生命 的構造 を知覚 的生 とい う形で もう一度 問題 にしたか ったか らだ と言
うことができよ う。 また、 これ に引き続 いで彼 が言語論 を展 開 した のも、一定の文化的社会の
なか に取 り込まれ て生きているわれ われが、言語 という奇妙 な道具 を駆使 しなが ら、 どのよ う
にしておのれの特殊性 を乗 り越 え、普遍的 な超越論的主観 にまでた ど り着 くのか を見届 けよ う
と したか らにほかな らな い。 こうして 『知覚 の現象学』 とそ の後 の言語論 は、 『行動 の構造』
の場合 と同様、 全体 として 〈生命 的構造 に基 づけ られ なが ら社会的存在者 として生 きて いるわ
れわれが再構 造化 を通 して超越論 的主観 に向か って い くそ の超越 の運動〉 を反省的 に捉 え直そ
うという試 みをな して いた と言 うことがで きるのである。ただ、 この ように見れば 、 『行 動の
構造』 と殆 ど変 わ らぬメル ロ=ポ ンテ ィの この企投 に も、 『行 動の構造』か らは っき りと区別
され る点が一つだけある。 それ は、彼 が もはや 「外 的観察者」 の立場 に立 とうとしな くな った
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とい う点で ある。彼 は、 人間の経験の 内部 に身 を置 こうと努め る。そ して彼は、 こうした人間
の経験 を可 能なかぎ り当の人間 によって生 き られて いる通 りのそ の姿で復元す ることをおのれ
の準則 としなが ら、われわれ の超越の運動 を内側 か ら追跡 しよ うとす るのであ る。
こう して、 まず さ しあたっては、生命的構造 を解明す るため に、知覚が取 り上げ られる。知
覚 は、呼 吸や血液 の循環 と同様、われわれが常 に自明な もの として 当て にして いるが、われわ
れが 自分 の責任 のも とに営 んで いるわ けではない 〈生命的存在者 としての身体の生〉 に属する
出来事だか らで ある。実際、知覚はいつで も、意 志的で人称 的な実存 としてのわれ われ の手前
で生起す るもので あろう。それは、われわれの手前 にいる誰かによって営 まれているよ うな作
業 と して、われわれが 自覚 した ときにはすで に作 動 していた し、 またわれわれが 自覚 的におの
れ の生 をいきるようにな った後で もこのよ うなわれわれの奥底で作動 し続 ける ことをや めない
前人称的生 の流れ と、その生の 「主体」 とも言 うべきわれ われ の身体 を範例 的に開示 して くれ
るのであ る。 もっとも、そ うは言って もメル ロ=ポ ンテ ィによれば、 われわれ が知覚 をそ のよ
うな もの として捉え ることは、稀 れである。 なぜ な らわれわれは、 われわれ の知覚経験 を正 し
く見 ることを妨げ る科学的偏見、す なわち 〈知覚 とは、物理学 的世界か らや って来 た刺激 が物
理学的客 観 としての身体 に作用す る ことによって 生 じた結果 にほかな らない〉 とす るような科
学的偏見 にあま りにも深 く囚われす ぎて しまって いるか らである。 メル ロ=ポ ンテ ィが 『知覚
の現象学』のなかで、ゲ シュタル ト心理学 を利用 しなが ら、 まず は知覚 を諸感覚 の総和 とす る
ような古典科学の知覚理論を、次 いで この知覚理論 を救 い出す ために 「連合」 とか 「判断」 と
いった補 助概念を持 ち込んで くる経験主義や主知主義 の知覚理論 を批判 して いたのも、 このた
めである。ゲ シュタル ト心理学が見事 に示 したように、われわれ に生き られて いるが ままの知
覚野は、いつ もすでに何 らかの仕方 で形態化 され た知覚野で あって、 これ らの理論が考 えるよ
うな感覚 的諸性質のモザ イクか らなる知覚野 な どではないので ある。
とはいえメル ロ=ポ ンティは、ゲ シュタル ト心理学 に依拠 しなが ら、 これ らの理論 を一掃す
れば、そ れで事 が済 む と考 えて いたわ けで はない。 なぜな らゲ シュタル ト心理学 も、 あの科学
的偏見 を共有 していたため、結局はわれわれ の知覚経験 に即応 しない恣意的な知覚理論 しか提
供 しえなかったか らである。彼がわれ われ の知覚経験 に立 ち帰 って、それ をよ く見 る ことの必
要性 を訴 えていたのも、 このた めで ある。彼 の考 えでは、そ うすれば、次の ような ことが明 ら
か になるのである。す なわ ち、知覚 とは感覚 一運動的主体 として のわれわれ の身体がおのれ を
襲 う感覚 的な もの と共存 しうるような平衡状態 を目ざす ことによって始元的世界 とも言 うべ き
知覚世界 をお のれ に与 える作業だ、 というのがそれで ある。そ の際、 メル ロ=ポ ンテ ィが平衡
状態 という ことで考 えて いた のは、鮮 明な光景が得 られた とき に達成 されるよ うな平衡 状態で
ある。 しかるに、 この鮮 明な光景 こそ、結局 のところ 「客観的世界」 と呼ばれている もの にほ
か な らない。 したが って身体は、本質的 に客観的世界 を目ざす。 こうして メル ロ=ポ ンテ ィに
あって は、客観的世界 がわれわれの意識の 目的論 の目標 として課せ られている と言われる こと
にな るわ けで ある。 もっ とも、彼 によれば、われわれの身体は、われわれを客観的世界の一歩
手前 の ところまで導 いていって くれ るとは いえ、それ を真 に措定す るわけではない。 われわれ
が客観的 世界を措定す るような超越論的主観 にな りうるのは、実は この客観的世界 を覆い隠す
ような形 で直ちに構成 され ることにな る主観的 ・相対的な人間的世界を通 してなのである。 し
たが って、われわれが客観的世界 をどのよ うにして措定するのか を知るため にも、 われわれが
この人間 的世界 をいか に生 きて いるのか を知 る必要があ る。 こうして メル ロ=ポ ンテ ィの関心
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は、 滑 る よ う に人 間 的 世 界 へ と向 か って い く。 そ して彼 は、 この世 界 が 何 よ り もまず そ れ の地
平 と して 現 わ れ て く る と ころ の 他 人 を取 り上 げ、 私 に とっ て他 人経 験 が ど う して 可 能 に な る の
か を解 明 しよ う とす るの で あ る 。
して み れ ば 、 メ ル ロ=ポ ンテ ィ にあ っ て他 人経 験 に 関す る議 論 が なぜ 『知 覚 の現 象 学 』 後 に
集 中的 に現 わ れ て く るの か とい う こ と も、 理 解 され よ う。 彼 がそ の 問題 を主 題 的 に論 ず る よ う
にな る の は、 主 に ソ ル ボ ン ヌ の講 義 に お いて な ので あ る。 とは い え メル ロ=ポ ンテ ィは 、 『知
覚 の 現 象 学』 にお い て も、 この 問 題 に触 れ て い な か っ たわ け で はな い。 な ぜ な ら、 他 人 経 験 が
理解 可 能 にな る の は 、 この私 を 知覚 論 の レベ ル に置 き直 した場 合 だ けだ と考 え られ て いた か ら
で あ る。 実 際、 主 知 主 義 的 哲 学 が そ う して い る よ う に、 も し この 私 をは じめ か ら 自分 の 身体 で
さ え も世 界 の ただ 中 に置 か れ た 一 対 象 と して 眺 めや るよ うな コギ トと考 え て し ま うな らば 、 こ
の 問題 は解 決 され な いで あ ろ う。 なぜ な ら、 そ うな れ ば 、 他 人 もそ の 身 体 とは 何 の 内 的 関 わ り
もも た な い他 の コギ トと考 えな けれ ば な らな い こ と にな る が 、 私 が他 人 に関 して 経 験 し うる も
の は或 る意 味 で は そ の 身体 だ け にす ぎな いか らで あ る。 他 人 が そ の 身 体 とは 無縁 な も う一 つ の
コギ トと考 え られ るか ぎ り、 た と え他 人 の身 体 が 私 の 経 験 領 野 に現 わ れ た と して も、 私 には そ
こに 他 人 が 存 在 して い る と 信 じな け れ ば な らな い理 由 は 何 一 つ と して な い ので あ る。 と ころ
が 、 も し私 を知 覚 の レベ ル に置 き直 す な らば 、 事 情 は 一 変 す る。 なぜ な ら、 そ うな れば 、 他 人
は も う一 人 の 知 覚 主 体 と して そ の 身体 との 内 的 絆 を 回復 す る よ うに な る か らで あ る。 実 際、 知
覚 を反 省 す る私 か ら見 て、 この 知 覚 す る私 が そ れ な しに は他 の諸 物 も存 在 しな くな っ て しま う
よ うな 身体 を引 き ず って い る と思 え る の だ とす れば 、 私 の知 覚 す る他 の 身体 が そ れ とは逆 に な
ぜ 意 識 によ っ て 住 み つ か れ て い て は な らな い の か。勿 論、私 がそ う考 え る よ う に な る た め に は、
私 の 見 て い る他 の 身体 は 無活 動 の 身体 で あ っ て は な らな い。 そ の場 合 に は、 私 はそ れ を物 とみ
な す こ と もで き る か らで あ る。 しか し、そ れ が ほ ん の 少 しで も特 徴 的 な運 動 を行 い さ えす れ ば 、
私 は そ れ を もは や 物 とみ なす こ とが で き な くな る。 そ れ は、 私 の 前で 忽 ち 生気 を帯 び て くる。
そ れ は 、私 の 身体 と同 じよ うに、 この 世 界 の刺 激 をお のれ の 上 に感 じ取 り、 そ れ に対 して しか
る べ く行 動 して い る 身体 とな る。 こ、う して 私 は、 そ こに こ の世 界 を知 覚 して い る も う一 人 の主
体 が 立 ち現 わ れ て くる の を見 る の で あ る。
そ の 際、 メル ロ=ポ ンテ ィ に よれ ば 、 私 は別 に 「類 推 に よ る推 論 」 と い った よ うな 知 的 解 釈
作 業 を行 って い るわ けで はな い。 とは い え他 人 の志 向は 、 物 の色 が そ の物 の うち に端 的 に見 ら
れ る よ うに、 身体 の うち に端 的 に見 られ る と い う ので もな い。 メル ロ=ポ ンテ ィ に よれ ば 、 他
人知 覚 とは、 私 の 身体 に よ る他 人 の 身体 の捉 え直 しの こ とで あ る。 私 の身 体 が 他 人 の身 体 の行
う運 動 をお のれ の 内 的可 能 性 と して 生 き直 しなが ら、 そ れ の生 きて い る世 界 に合 流 す る こ と、
そ れ が他 人 を知 覚 す る と い う こ とな ので あ る。 が 、 そ れ に して も、 こ の よ う に して 捉 え られ た
他 人 を真 の他 人 と言 う のは 、 早 計 で は あ る ま いか 。 な ぜ な ら、私 に喜 び の 身 振 り とか 悲 しみ の
身振 り と信 じさせ る よ うな 運 動 と い う ので あれ ば 、 ロボ ッ トで も これ を行 う こ とが で き るか ら
で あ る。 して み れ ば 、 真 の他 人 知 覚 は 、 単 に彼 の行 う運 動 を見 な が ら、 これ を悲 しみ や 喜 び の
身振 り と して 捉 え る と い った こ とで は あ りえな い。 も し私 の見 て い るの が ロボ ッ トで は な く、
人 間 で あ る とす れ ば 、 私 は そ こ に 〈この所 作 を悲 しみ や 喜 び と して 生 き、 そ う した お の れ の 在
り方 に 内側 か ら立 ち合 って い る 自己 〉 と い った もの を認 め る ので な け れ ば な らな い 。 そ う した
条 件 の も とで のみ 、 私 の見 て い る他 人 は 真 に他 人 と言 い う る よ うな もの にな る の で あ る。 と こ
ろが 、 そ うな る と、 他 人 知 覚 は 忽 ち困 難 に陥 る こ と にな る。 な ぜ な ら私 は、 そ う した く自己 の
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自己へ の現前〉 を自分以外の どこにも認め ることができな いか らで ある。
しか しメル ロ=ポ ンテ ィは、 こうした困難 を前 にして も、それ をもの ともしない。彼は、端
的 に次 のように主張す る。た とえ他人知覚が理論上不可能で あって も、他人は私 にとっては否
定 しがた い事実で ある。他人の存在は、彼 についての私の認識が不完全な ときで も、 私の生の
地平 にあっては異論 の余地のない ものだ、 と。が、それ にして も、われわれはただ このよ うに
主張す るだ けで満足 してよ いものなのだろ うか。 む しろ、 われわれの経験の意 味を理 解 しよ う
と努め る哲学者 としては、真の意味での他 人知覚が理論上では不可能なの に、 それに もかかわ
らず なぜ他人の存在がわれわれ にとっては異論の余地のない ものであ り、社会がわれ われの生
の地平 にな るのか と問 うべ きなのでは ある まいか。 た とえ明言 され て いるわけで はな いにせ
よ、 『知覚 の現 象学』 後の メル ロ=ポ ンテ ィを襲 ったのは、 この問題 意識で ある。そ して、 こ
の問題の考察がやがて彼の思想全体の再編 成を促 す ことにな るのである。 ただ この問題は、 ソ
ルボ ンヌの講 義で簡単 に触れ られる ことはあって も、真正 面か ら取 り上げ られ ない。彼 は、 こ
の問題 をや り過 ごす。そ して、 自分の哲学 の完成 を急 ぐかのよ うに、わ れわれ の人間関係 のな
かで も最 も優 れた人間関係、す なわ ち言語的 人間関係 を取 り上げ なが ら、言語が どう して語 り
手を も聞き手を もその特殊性か ら一気 に引き抜いて、われ われ を超越論 的主観へ と高 めて くれ
るのか とい うことを明 らかに しよ うとす るのである。
ところで、 この作 業はかな り順調 に進 んで い く。 メル ロ=ポ ンテ ィは、 『世 界の散文』 のな
かで、言語 の意 味作用 も或 る意 味で は絵画 のそれ と殆 ど異 なるもので はないという ことを明 ら
かにするが、 それ に もかかわれず言語 には理性 の特権が あるのだ ということも明 らか にす る。
言語 は、絵画 な どとは比較 にな らない普遍性 のうちにわれわれ を据 え付 けて くれ るので ある。
こうして彼 は、言語 がなぜわれわれ を超越論 的主観へ と変 身させて くれ るのか を明 らか にす る
ことに成功す るので ある。 ところが、言語 のもつ このような不思議な力 を解明 したか に思われ
る 『世界 の散文』 は、 もう少 しで完成 され るという地点で、突然 中断 され る。そ して、 しば し
の沈 黙のなか か らや がて晩年 のメル ロ=ポ ンテ ィの異様な思想が姿 を現わ して くるので ある。
して みれば、 『世界 の散文』が仕 上げ られて い く過 程のなかで、それ までは彼が注意 して考 え
ようとも しなか った何かが突如 として彼の頭 を掠め、それが 『世界 の散文』の 中断 を余儀な く
す るとと同時 に、彼 を晩年の思想へ と駆 り立てて いった に違 いな いと想定 して も、 決 して的外
れ とは言 えな いで あろう。 この何かが メル ロ=ポ ンテ ィの うち に転回 と言 って もよいよ うな出
来事 を引き起 こしたに違 いな いので ある。
が、それでは、彼がそれ まで考えてみよ うともしなかったよ うな もの とは、 一体 どんな もの
か。われわれが注 目 した いと思 ったのは、 中断 され る寸前 の 『世界の散文』 のなかで論 じられ
て いる他人理論で ある。なぜな ら、 この理論か ら生 じて くる帰結は、 これ までのメル ロ=ポ ン
テ ィの哲学的企投 を支 えていた基本的主張、つ ま り鮮明な光景 をおのれ に与える ことがわれわ
れ の身体 の本質だ とす る ことによって、客観的世界 をもつ ことをわれわれの身体 によってわれ
われ に課せ られ る意識 の目的論の 目標 として正 当化 していたr知 覚の現象学』 の基本 的主張 を
動揺 させず にはおかな いか らで ある。実際、 メル ロ=ポ ンテ ィは、 この他人理論 のなかで、次
のような ことを述べて いる。われわれ に始元的 に開示 されて くる感覚的世界 とは、 そのなかの
すべて の対象が物 ・身体の区別な く、私 の身体の類似 者 として与え られるよ うな世 界である。
しか も この世界は、決 して完全 には乗 り越え られ ることのな い世界なのだ、 と。 してみれば、
どう して突 き放 され、冷やか に眺めや られるよ うな客 観的世界を もつ ことが私 の意 識の 目的論
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の 目標 な どで あ りえ よ うか 。 む しろ 、そ うな れ ば 、物 を含 め た一 切 の存 在 者 の う ち に 身 を置 き、
そ れ らを内 側 か ら生 き る とい う こ とが 、 そ れ ゆ えそ れ ら と優 れ た意 味 で共 存 可 能 な世 界 を う ち
立 て る こ とが 、 私 の 目的 論 の 目標 とな る の で な けれ ば な らな い。 なぜ な ら、 私 が 物 を含 めた 一
切 の 存 在 者 の うち に 身 を置 き、 そ れ ら を 内 側 か ら生 き て い た こ の始 元 的 世 界 、 メ ル ロ=ポ ン
テ ィが 後 に肉 の 世 界 と呼 ぶ こ とに な る この感 覚 的世 界 は、 どれ ほ ど変 様 され よ う と も決 して 完
全 には 乗 り越 え られ る こ との な い存 在 論 的 世 界 と して、 そ の後 も私 の経 験 をひ そ か に規 定 し続
け る こ と にな る か らで あ る。 した が っ て 、 この他 人理 論 こそ 、 転 回 を 引 き起 こ した も のな ので
あ る。 メル ロ=ポ ンテ ィは、 この理 論 を 通 して、 自分 も 「主 観 一客 観 」 図式 を絶 対 視 す る近 代
的 偏 見 に囚 わ れ て い る こ とに気 づ い た。 だ か ら彼 は、 他 人 の 身体 のみ な らず 、 物 で さ え も 自分
の 身体 の 一部 と して 生 き る 「間 身体 性 」 とい う奇 妙 な 思 想 を根 幹 に据 えな が ら、 あ の上 昇 の道
を も う一度 辿 り直 さね ば な らな い と考 え る よ うにな っ た ので あ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 はフランスの現象学者 メル ロ=ポ ンテ ィの思想形成 の跡 をた ど りなが ら、晩年 に生 じ
た 「存在論的転 回」が いか なる問題意識 によって動機づ け られて いた のか を解明 した ものであ
る。 そのために論者 は、 メル ロ=ポ ンテ ィの前 ・中期 に属す る著作、講義、草稿等 を丹念 に読
み直 し、そ こに 「転 回」 を促 した決定的動機 を探 るこ とを試 み る。論文全体 は 「は じめ に」、
本論4章 お よび終章か ら構成 されて いる。
「は じめに」で は本論文 の 目的が簡潔 に提示 され る。すなわち 「晩年 のメル ロ=ポ ンテ ィに
おいて生 じた 出来事、転 回と言 って もよいような 出来事が何 によ って動機づけ られて いたのか
を明 らか にす る」 という課題で ある。
第 一章 「メル ロ=ポ ンテ ィの思想 の原型 一 『行動 の構造』 をめ ぐつて 」では、 まず人
間を生理学的、心理学的、社会学的 に規定 された存在 と見 る科学的人間観 と、人間 をそ うした
繋縛か ら自由に 自分 を含む全 自然 を公平無私 に眺めや る超越論的主観 と見なす主知主義的人間
観 との対立 という問題が取 り上げ られ る。論者は メル ロ=ポ ンテ ィの前期の著作 『行動の構造』
を、 これ ら二つ の人間観 を共 に可能 にして いる基盤へ立ち帰 ることによ ってその対立 を克服 し
よ うとす る企て として位置づ け、そ の内容 を人間行動 の構造的理解 を目指す 「構造 の哲学」 と
い う観点か ら読み解 くことを試み る。
メル ロ=ポ ンテ ィは物理 的系 によって実 現 され る 「物理的秩 序」、 生物 によ って実現 され る
「生命的秩 序」、人間 によってのみ実現 される 「人間的秩序」 を区別 し、 これ ら三 つの構 造は
相互 に還元不可能 なゲ シュタル トを構成 して いると考 えた。論者は メル ロ=ポ ンテ ィが これ ら
を区別す る と同時 に 「再構造化 を繰 り返 しなが ら次第 に統合 の レベルが高 まって い く唯一 のゲ
シュタル トの運動」 として捉 えて いた ことに着 目し、 この運動 を再構造化 の反復 を通 して超越
論的主観 にまで 高まって いく 「人間的実存の超越 の運 動」 として特徴づ ける。 『行 動の構造』
が この超越 の運動 を外的観察者 の立場か ら記述 した もの とすれば、続 く 『知覚 の現象学』はそ
れを人間的経験 の内側か ら追跡 しよう としたので ある。
第 二章 「知 覚的生 一 『知覚 の現象学』 をめ ぐって 一 」 では、主著 『知覚 の現象学』 の叙
述 に即 しなが ら、 「生命 的構 造 という破棄 しえぬ基盤 に立脚 しなが らも、言語 とい う奇妙な道
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具 を駆使 す ることで、 おのれ を超越論 的主観へ と高めてい く社会 的存在者 としてのわれ われの
超越 の運動」 を解 明す ることが 目指 される。そ の際、論者 が手がか りとす るのは、 「世界 内存
在」 としてのわれわれの身体 の特異 なあ り方で あ り、 とりわ けメル ロ=ポ ンティが詳細 な分析
を行 った幻影肢現 象 とシュナイダー症例で ある。 これ らの障害事例 の考察 を通 じて 明 らか にさ
れ たのは、 身体 は これ までのあ り方 に基づ け られつつ、お のれ を捉 え直 し再組織化す る ことに
よって新 たなあ り方 を実現す る という こと、すなわ ち身体 は超越 の運動 に貫かれた存在者だ と
いう事実 にほかな らない。そ こか ら、意識 とは客観的世界 を前 に した認識論的主観(私 は思 う)
のような存在で はな く、〈私はで きる〉 という超越 の力を備えた身体存在で あることが明 らか
にされ る。 〈私はで きる〉 という運動能力 によって把握 された世界の根底 には、身体 によ って
た ど られ た 「前客観的世界 の全厚み」が忘却 され ることのない過去 として沈殿 しているのであ
る。
だが、 身体は感覚的な もの に満た された前客 観的世界 を単 に受動的 に生きているだけではな
い。諸器官 を備えた身体は さまざまな感覚 的な もの との問に平衡 を樹立 しよ うとして運 動を開
始す る。そ の運 動は、 「知覚 と行動 にお け る最高度 の鮮 明 さ」 を目指す のであ り、それが終結
するのは明瞭 に分節化 された光 景が私 に与え られた ときである。 メル ロ=ポ ンテ ィは これを知
覚の 「規範」 と呼び、そ こには客観性 を 目指す 「意識 の 目的論」 が働 いている と考 えた。論者
は この点 を重視 し、 下位 の秩序 の再構造化 を通 じて超越論的 主観 へ向か う超越 の運動 を支 える
ものが、 この 「規範」 であ り、 「意識 の 目的論」で ある ことを指摘 す る。そ こには客 観的世界
への道 筋が予示 され ているので ある。 同時 に論者 は、客観的認識が可能 になるのは 「主観的 ・
相対 的な人間的世界」 を介 してで ある ことに注意 を促 し、人 間的世界 の基盤 とな る他人経験 の
解 明へ と歩 を進 める。
第三 章 「間主観 的生 一 『知覚 の現 象学』 第二部第四章 「他人 と人間的世界」一とソルボ ンヌ
講義 「幼児 の対 人関係」 をめ ぐって一 」 では、 人間的世界の基盤である他人知覚の問題が取
り上げ られ、それ に対す るメル ロ=ポ ンテ ィのアプ ローチ とそ の問題点が検討 され る。まず 『知
覚 の現象学』 にお いて は、他人知覚は 「所作」 のレベルで主題化 され、他者理解 とは私の身体
による他人 の身体 の捉 え直 しであ るという見解が提示 され る。つ ま り、他人の身体 と私の身体
は一つ の全体 とな り、私 のもので も他人の もので もない間主観的生の中へ と入ってい くのであ
る。それ に対 し.て論者 は、 このよ うな理論 では、 「自己へ の 自己の現前」 あるいは 「対 自」 を
他人の 中に認め ることはできず 、本当の意味での他 人知覚 を説明する ことはできない、 と批判
す る。そ して、他人知覚が理論上不可能である にもかかわ らず 、われわれが社会 的存在 である
ことをどう両立 させ るか とい う問題意 識 こそ、やがてメル ロ=ポ ンティに彼の思想全体 の再編
成 を促す きっかけ とな った ことを浮き彫 りにする。
次 にソルボ ンヌ講義 において再び他 人知覚 の問題 と取 り組んだメルロ=ポ ンティは、 われわ
れが 自他未分化の状態か らいかに して離脱す るよ うになったのかを、幼 児の発達過程 を分析す
ることによ って明 らか にしよ うとする。彼 によれば、 自他 の分離 が始 まるのは幼児が鏡 に映っ
た 自分の身体 を自己の身体像 として理解す る ときであ り、 そ こで行 われ る鏡像 による自己の身
体 の客観化 には、本質的 にく他 〉人の了解が含 まれ ているのである。論者 は鏡像段階 を媒介項
にして 「癒合的社 会性」 か ら 「個 人的生」へ の転換 を描 き出す メル ロ=ポ ンテ ィの説 明を評価
しなが らも、そ こには 「彼が他 人ではな く、精巧 に作 られ たロボ ッ トで あるか も しれ ない(サ
ル トル)」 とい う可能性が究 明す べき問題 として残 され たままである ことを指摘す る。
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第 四章 「超越論的主観へ の生成 一 『知覚 の現象学』第一部第六章 「表現 と して の身体 とパ
ロール」 と 『世界 の散文』 をめ ぐって」 では、問主観的生 を新 たな段階へ ともた らし、超越論
的主観性への道 を切 り開 く言語の機能 について考察 がなされ る。論者 はメル ロ=ポ ンテ ィの言
語論が、二つのベ ク トルの対立 と緊張の上 に成 り立っている ことを明 らか にす る。す なわ ち、
言語 を身体的所作 の延長線上で捉え るベク トル と、言 語を他 の所作 には見 られ ない特権 を もつ
もの と考 え るベ ク トル とである。 『知覚 の現象学』で展 開 された言語論 において は、前者 のベ
ク トルが優位 に立ち、パ ロールの理解 は身体的所作 の理解 になぞ らえ られ た。つ ま り、 どの語
もそれ 自体 としては決定的な意味 をもたず 、言葉の意 味は文脈 によって決定 され るのである。
それ に対 して、 『世界の散文』 の言語 論では後者 のベク トル、すなわち言語 が間主観的獲得
物 を構成 し、真理 の観念 をわれわれ に据えつける、 とい う特権 的側 面が強調 され る。それ は、
言語 とは 「語る主体」 としてのわれわれの表現 要求 に応えつつ、 みつか らを有機 的に組織化す
る諸記号の体系だ、 とい う言語観である。論者は こうした見解 の中にソシュール言語学 との共
通性 を見て取 り、エデ ィー とともに、一般 に言われるほ ど両者の間に懸 隔はない ことを確認す
る。 さ らに、パ ロールが開示す る世界は志向的歴史の うち に取 り集 め られ、 刻印され、保存 さ
れ る ことによ って準永遠性を獲得 し、真理への階梯 を上昇する。 われわれ が超越論 的主観性 と
な りうるの もパ ロールのおかげなのであ り、 ここにおいて 「実存 の行 う超越 の運 動」 を解 明す
るメル ロ;ポ ンテ ィの考察は一応の完成 を見 るのである。
終章 「メル ロ=ポ ンテ ィの存在論 的転 回一 『世界 の散文』 のなかの 「他 人知 覚 と対話」 と
題 され た章 をめ ぐって」で は、 『世界の散文』が完成 間近に中断 され た理 由が探 られ、そ こか
ら晩年 の存在論的転 回にいたる経緯が 明 らかに され る。 『世界 の散文』 にお いて三たび他 人知
覚 の問題 に立ち 向か った メル ロ=ポ ンテ ィは、他人の秘密 を解 く手がか りを自他 共通の 「感覚
世界」 の中に求 める。感覚す る ことには ある種 の普遍性が あ り、私 に始原的 に開示 され る感覚
世界 の対象はすべて、物 と身体 との区別な く、私の身体の類似者 として私 に与え られているの
で ある。そ の意味で、感覚世界 とはすで に社会的世界 にほかな らない。論者は単な る 「客観」
で はない この感覚世界 のあ り方 の中に、 メル ロ=ポ ンテ ィに生 じた転回 とい う出来事 を理解す
る鍵 を見 出す。 ここで は、 「客観 的世界」 をもつ ことをわれわれ の身体 に課せ られた意 識の 目
的論 の 目標 と見定 めて いた 『知覚 の現象学』 の基本構図が根本か ら揺 るが されてい るか らであ
る。やがて この感覚世界は、 いかな る変様 によって も決 して乗 り越え られ ることのな い 「肉の
世 界」 と呼ばれ る ことにな る。それ ゆえ、 『世界 の散文』 の他人理論 を通 じてみず か らが囚わ
れ ていた 「主観 一客観」 図式 を 自己批判す るにいた った メル ロ=ポ ンテ ィは、他人 の身体 のみ
な らず物 をも自分 の身体 の一部 として生 きる 「問 身体性」 の概念 を基盤 に、晩年の 「肉の存在
論」 へ向けた新 たな一歩 を踏 み出す ので ある。
以上のよ うに、本論文 はメル ロ=ポ ンティの前 ・中期思想 を他 人知覚論 と言語論 を軸 に して
克 明 にた ど りなが ら、 『世界の散文』 の企 図が中途で挫折せ ざるをえなか った事情 を解 き明か
し、そ こに後期 の 「存在論 的転 回」 を促す 決定 的な動機 を探 り当てた労作で ある。 ただ、論述
の展開 において、前 ・中期思 想を後期 思想 の観点 か ら逆 照射 している面が多分 にあ り、それか
らすれば後期存在論のよ り詳細な検 討が必要であった と思われる。 これは今後 の課題 とすべ き
事柄であろ う。 総 じて本論文 は、 これまで謎 とされ てきた晩年のメル ロ=ポ ンテ ィに生 じた思
想的転回の内実を内在的観点 か ら解 明 した ものであ り、現 象学研究 の発展 に大 き く寄 与す るも
ので あることは疑 いを容れない。
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よって、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有す るもの と
認 め られ る。
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